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中国四国農政局管内受賞団体の概要

○ 農家の部 全国農業協同組合中央会会長賞受賞「越智 優行」氏の概要

氏 名 越智 優行 （２６歳）
お ち まさゆき

住 所 愛媛県西条市
えひ め け んさいじようし

経営耕地面積 5.2ha（うち麦作付面積：5.1ha）

麦種（品種） はだか麦：5.1ha（マンネンボシ：5.1ha）

単 収 516kg/10a

１ 等 比 率 100％
労働時間(hr/10a) 9.8 時間

（乾燥調整除く） （9.8 時間）

＜取組概要＞

越智氏は、２６歳の若手経営者で、主に父と母の３人で、水田513a（うち借地150

a）、畑３aの農業経営を行っている。麦作を始めてから５年と栽培経験年数は短いも

のの、10a当たり収量は516kg/10a（愛媛県平均単収：277kg/10a）と県内でもトップ

クラスの収量を上げている。

麦の生産に当たっては、麦は湿害に非常に弱いことから、水稲収穫後に、全ての

圃場で本暗渠と垂直方向に２ｍ間隔に弾丸暗渠を施行するなど、排水対策を徹底し

ている。また、栽培品種であるマンネンボシは、倒伏には強いが穂数が少ないこと

から、基肥に加え３回の追肥を行うとともに、踏圧を適期に３回実施を徹底するこ

とにより、茎数の確保に努めるなど、多収栽培を実施している。

また、土づくりにも力をいれており、稲わらの全量還元、鶏糞等の有機物を施用

するとともに、はだか麦は酸性土壌での生育が悪いため、土壌改良材である苦土石

灰の施用による酸度矯正を行っている。

さらには、ドリルシーダーを使用したドリル播きで、適正量の播種を行うことに

より、過繁茂による黄枯れ症の発生を防止するとともに、従来の条間 30cm では遅

れ穂の発生による品質低下が懸念されることから、条間を平均 15cm にし穂の均一

化を図ることにより、高収量・品質安定栽培を行っている。

経営面では、経営圃場は全て基盤整備田で、自宅から1.5㎞以内に集約ことによる

労働時間の削減や鶏糞等低価格資材の一括購入による資材費の低減などにより、コ

スト削減を図るとともに、単収の更なる向上による単位生産物当たりのコスト低減

を図っている。

はだか麦について実需者からの増産の期待が高まっている中、越智氏は、地域の

麦作経営の担い手として大いに期待されており、今後は利用権設定等による作付面

積の拡大を図るとともに、目標である単位当たり収量12俵（720kg/10a）に向けて、

更なる増産に取り組んでいくこととしている。



中国四国農政局管内受賞団体の概要

○ 集団の部 日本農業新聞会長賞受賞「吉田上生産組合」の概要

氏 名 吉田上生産組合（代表者 鈴鹿 清重）
よ し だ かみせいさんくみあい す ず か きよしげ

住 所 愛媛県西条市
えひ め け んさいじようし

経営耕地面積 36.0ha（うち麦作付面積：36.0ha）

麦種（品種） はだか麦：36.0ha（マンネンボシ）

単 収 353kg/10a

１ 等 比 率 98.5％
労働時間(hr/10a) 7.6 時間

（乾燥調整除く） （7.6 時間）

＜取組概要＞

吉田上生産組合の位置する西条市は、古くからはだか麦産地である愛媛県にあっ

て、作付面積770ha、収穫量2,553㌧（H21）と面積・量ともに全国一を誇っており、

近年、はだか麦の増産が実需者から求められている中、生産者、関係機関・団体が

一体となり、はだか麦の増産に取り組んでいる。

当組合は、日本一のはだか麦産地を支え、生産拡大を推進する担い手組織として、

また、協業により生産性を向上させ、組合員の共同の利益増進を目的として、平成18

年に設立され、平成19年産のはだか麦（2,590ａ）から栽培を開始し、通年の利用権設

定により農地を集積することにより、平成21年産は3,603ａと規模拡大を図っている。

麦の経営にあたっては、麦産地の維持・発展を図っていくためには、省力化・低コ

スト生産を図ることが喫緊の課題となっていることから、経営費の削減に力を入れて

おり、10a当たり経営費は28,584円と低コスト生産を実現している。

特に、労働費及び農機具費の削減には力を入れており、適期に効率的な作業を実施

できるよう、農地を３つのブロックに分け、ブロック長を中心とした、少人数のグル

ープで作業することにより、効率的な作業体制を構築し、労働費の削減に努めている。

また、全ほ場基肥一発タイプ肥料の導入による追肥作業の省略や麦栽培圃場の面的

集積により作業の効率化等に努めることで、10ａ当たり労働時間は7.6時間と県平均の

10．1時間を大きく下回っている。

農機具についても、大豆用の土入れ機を麦に汎用利用できるよう改良するとともに、

トラクターに動力噴霧器を装着して防除に使用するなど独自に機械を改良し、経費の

低減に努めている。

栽培面では、排水対策の徹底、適期防除などの基本技術を励行するとともに、従来

の条間 30cm では遅れ穂の発生による品質低下が懸念されることから、条間を平均

15cmとし、穂の均一化を図ることにより、高収量・品質安定栽培を行っている。

現在、はだか麦は実需者からの増産に期待が高まっており、生産拡大に向けプラ

スの要因がある一方、農家の高齢化による担い手の減少等、将来的に農地の維持管

理が難しくなっていくことが懸念されている。

このような中、当組合では、日本一のはだか麦産地の維持拡大に向け、今後も麦

作面積の拡大とあわせ、省力栽培による安定した経営を図り、地域農業の担い手と

して集落営農法人への発展を図っていく。


